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市区町村名 愛媛県伊方町 

担当部署 総合政策課まちづくり政策係 

電話番号 0894-38-2659 

 

１ 取組事例名 

民間連携による伊方町チャレンジフィールドプロジェクトの構築 

 

２ 取組期間 

令和３年度～（継続中） 

 

３ 取組概要 

令和３年 11 月に東京のＩＴ企業である株式会社スカラと地方創生に関する連携協定を締結し、町の課題

解決に向けた連携事業としてプロジェクトをスタートしました。伊方町を「スタートアップ（創業・起業に

意欲ある者）」の実証フィールドの場として、「注力テーマ」に係る課題解決に必要なフィールド調査や「Ｉ

ＫＡＴＡモデル」の作成を通じ、課題解決に挑む人々が集まる共創基盤「伊方町チャレンジフィールド」を

構築することにより、町民に挑戦するエネルギーを醸成し、持続可能な発展をもたらすプロジェクトを展開

しています。 

 

４ 背景・目的 

伊方町は高齢化と過疎化の影響により、直近 10年で人口が約２割減少し、町民の約半数が 65歳以上の高

齢者となり、介護保険・健康保険など高齢者福祉に関連する支出が年々増加しています。町の持続的発展は

町民の健康長寿を前提としており、それぞれの集落において町民が自発的に介護予防や健康づくりに取り

組むことは必要不可欠です。こうした中、コロナフレイルと呼ばれる新たな脅威も出ており、対策はもはや

「待ったなし」の状況となっています。 

伊方町初の民間事業者との連携協定を株式会社スカラと締結したことを契機に、役場と民間事業者の立

場を超えて、アイデアを出し合い、町を社会課題の解決に挑むスタートアップ等のフィールド調査や実証実

験の場として位置づけ、３ヶ月毎に町民ニーズの仮説検証を繰り返す共創基盤の構築をコンセプトに「チャ

レンジフィールドプロジェクト」を立ち上げました。町が最も力を入れて取り組んでいる高齢化の諸課題に

ついて、本事業では町内に点在する集落をＩＴによって結び、自立的な健康づくり、買い物、共食など介護

予防に繋がる様々な取り組みを進行しています。 
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５ 取組の具体的内容 

【令和３年度事業（令和４年１月～３月）】 

１ 注力テーマ 

「お」いかた ※伊方（いかた）町の名にちなんで「 」いかたで表記 

高齢者の健やかな暮らし方・生き方をテーマに、各集落の集会所等を拠点にＩＣＴを活用した共助に

よる健康管理サービスや買い物、食事などのＩＫＡＴＡモデルを作成 

２ 実 績 

・集落の高齢者の活動状況を踏まえ、モデル地区を３地区選定 

二名津(二れあいカフェ)・三崎(日だまり会)・湊浦(ふれあいサロンみなと) 

  ・令和３年度は二名津地区においてデータ収集や実証実験を実施 

項 目 実施内容 

データ収集 

・分析 

【イベント形式で血管年齢等のデータ収集】 

・体重体組成計を使用し、測定したデータに基づき、保健師からアドバイ

スを実施 

・集会所のオンライン環境を活用して都内の看護師と繋ぎ、測定結果の指

標に関する解説 

実証実験 

【ＭＵＳＩＣ健康体操】 

・第一興商とコラボして、音楽のある環境で運動や体操を行うプログラム

を作成し、音楽健康指導士の指導により実施 

【顔パスで買い物実証実験】 

・町が実施する健康ポイント事業と連携し、住民の顔認証によって町内で

買い物ができるモデルづくりに着手 

・インドネシアのスタートアップ「duithape（ドゥイトハペ）」とコラボ。

顔認証によって「顔パスで買い物」の疑似体験を実施 

ＩＫＡＴＡモ

デルの提案 

シンプルで分かりやすく楽しいもの、そして続けられる手軽さが設計上

必要とし、以下の内容を提案 

・「健康を知る」機会を馴染みのある IoTデバイスで創出 

・「楽しみながら健康を作る」際に、歌と音楽の力といったエンタメを掛

け合わせて実施 

・「持続可能な取り組み」の観点で、指導者の育成や顔認証で健康ポイン

トが積み立てられて買い物もできる仕組み等の構築 
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【令和４年度の取り組み】 

・令和３年度実績の検証を踏まえ、事業の具現化を図る。 

・町が目指す「集落のグループホーム化」の実現に向けて、集落機能を維持するための高齢者の健康づくり

に関連して、継続テーマである「おいかた」をメインに、「医療のかかり方」「拡げ方」「食べ方」「乗り方」

の４つの注力テーマを掲げて、仕組みづくりを検討 

テーマ 取り組み概要 
対象地区等 

実施時期 

「お」いかた 

集会所等を拠点にＩＣＴを活用した共助による健康

管理サービスや買い物、食事などのＩＫＡＴＡモデ

ルを作成 

モデル地区 

通年 

（医療の） 

「かかり」かた 

町内の診療所等に縛られず、集落の高齢者が集会所

等を拠点にＩＣＴを活用した医療サービス等が受け

られる仕組みづくりを検討 

大久地区 

第１四半期 

「拡げ」かた 
取り組みの拡大を図るため、モデル事業を町内外に

発信する仕組みづくりを検討 

八西ＣＡＴＶ 

第２四半期 

「食べ」かた 

孤食解消を目指し活動を行う団体を中心に、作る人・

食べる人の垣根を超えて、みんなが誰かのために作

る喜びを分かちあえる仕組みづくりを検討 

三崎地区 

第３四半期 

「乗り」かた 

加齢とともに困難を伴う高齢者の移動需要につい

て、地域の配食や買い物のニーズも踏まえたハイブ

リッド交通の創出に関する仕組みづくりを検討 

地区選考中 

第４四半期 

 

 

 

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

「集落のグループホーム化」をテーマに、集会所等を拠点にＩＣＴを活用した共助の仕組みづくりを進め

ます。顔認証技術を用いたキャッシュレス決済の仕組みを活用し、集落の高齢者が行う血管年齢測定や介護

予防の継続的な取り組みに対し、町内で貨幣として利用可能な健康ポイントを付与し、買い物や診療所、地

域巡回バスなどの顔パス利用を実現します。また、一連のデータ蓄積を通して、健康長寿プラットフォーム

の形成を目指します。 

 

７ 取組の効果・費用 

高齢者にとっては不慣れなＩＣＴを活用した取り組みになりますが、シンプルで分かりやすく楽しいも

の、そして、続けられる手軽さを提供することで、参加者にも好評を得ており、実証実験の有用性を確認し

ています。今後、事業実施により目指す成果（数値）としては以下のとおりです。 

・顔パスを利用する高齢者数 2,000人（町内の高齢者の約半数） 

・健康ポイント利用による年間経済効果 2,000千円 

・健康寿命の延伸 ＋3歳 

・高齢者福祉支出の削減 1〜3％（△10,000千円〜△30,000千円） 
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８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

集落の高齢者は、スマートフォンやクレジットカードを持っておらず、鉄道を利用する機会も少ないこと

から、交通系 IC カードやその他キャッシュレス決済を利用できず、現金を前提とした経済活動を続けざる

を得ない状況にあります。また、不便な場所では、年金を銀行口座から引き出しに行くことも加齢とともに

困難さが増しているとの声もあります。 

顔認証と健康ポイントとの紐付けにより、買い物の利便性と健康づくりの動機づけを目指していきます。

また、高齢者にも馴染みやすいデバイス（電子血圧計）を用いて、血管年齢データを日常的に取得するとと

もに、地理的な制約を超えて、オンラインで専門家とコミュニケーションを図り行動変容を促していること

に加え、持続可能な取り組みとすべく、担い手確保の観点から市民音健士の養成やスタートアップの招致に

も着手しています。 

 

 

９ 今後の予定・構想 

全国にも増して深刻な高齢・過疎の状況を逆手に取り、町を健康長寿実現のための産官学によるオープン

イノベーションの場として特徴づけ、戦略的に発信していきます。特に、介護保険、健康保険に関するデー

タが町直営のために取得しやすい環境にあることを強みとして、町民の自主的な介護予防や健康づくりな

どの取り組みに関するデータ収集基盤を意欲的に構築し、データ分析に基づく健康長寿を「IKATAモデル」

として展開します。健康長寿を志向する新産業の町内誘致を促進するとともに、健康長寿「IKATAモデル」

の社会実装によって、日本のみならず、国際社会が推進する SDGs達成にも貢献していきます。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

自治体の役割が複雑化・多様化し、業務は質量ともに増大しているなか、町が抱える重要課題の解決に向

けては民間連携が必須な時代だと感じます。民間の持つ多様なノウハウや技術、ネットワークを活用して、

限られた予算の効果的な活用と業務の効率化を目指し、サービスを向上させていきましょう。 
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１１ 取組について記載したホームページ 

ホームページ掲載はありませんが、町の広報誌を参考に添付します。 
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